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Summary

The purpose of the paper is to suggest methods of child care in the future in relation to the influence of family relationship of

the Japanese couples, such as their perception of children and the fathers’ involvement before and after the mothers’ perinatal

visit to the family of origin.

Following results were obtained. 1) Compared to husbands who agreed for their wives for the perinatal visit, those whose

wives stayed home were more helpful with the wives’ delivery, better understood their wives’ life changes, had greater coopera-

tion with child care, and better recognized their role as fathers. 2) Wives who decided not to visit the family of origin took more

care of their husbands.

From these results it was recognized that ; 1) mothers’ perinatal visit to the family of origin contained problems regarding the

understanding and taking care of partners that was essential for establishment of the marital relationship, and 2) fathers’ whose

wives visited the family of origin had greater chance of difficulties cooperating with both child care and recognizing their role as

fathers. Perinatal visit to the family of origin would interfere with the development of father-child bond, since number of child

care activities were undertaken by their wives, and husbands were disengaged. (in Japanese)
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はじめに

私たちは結婚した夫婦が初めて子どもを持ち，親に

なる過程で，親としての成長，夫婦関係の変化，子ど

もの発達への影響を明らかにするために研究を行って

いる。

今回は出産後４ヶ月時に行った質問紙調査の結果か

ら，里帰り分娩が子どものイメージ，親のストレスや

不安，夫婦関係の変化，父親の育児参加に与える影響

を調査した。

本論文では「里帰り分娩」という用語の定義を，瓢

風１）が報告している「妻の実家で出産すること」とい

うより「実家の近くにある施設で分娩すること」とい

う定義を使用する。

日本における里帰り分娩に関する先行研究をみる

と，野村ら２）の調査から，里帰り分娩のメリットとし

て，夫以外のものの助力や人手が得やすいこと，妊

娠・分娩に関する妊婦の不安や恐怖の解消があげられ

ている。デメリットとして，実家依存傾向があり，夫

婦愛の確立がされにくいと報告している。また，父親

としての自覚は，新生児とのふれあいを契機にしてい

ることが伺われるとされており，出産後の家庭の確立

という面から見ると，妻，夫の立場から母親，父親と

しての役割の獲得と子どもの位置の確立が重要であ

り，里帰り分娩では，これらの確立に問題があると指

摘している。

加藤３）らも里帰り分娩の問題点として，初期の父子

関係の確立が難しいことを指摘している。

海外における里帰り分娩についての先行研究は皆無

に等しく，「里帰り分娩」という言葉にあたる英単語

も見あたらない。海外から日本に看護指導者としての

研修に来ている看護管理者達に「里帰り分娩」につい

て質問したところ，タイ，カンボジア，フィジー，パ

キスタン，ラオス，サウジアラビア，トンガにおいて

は「里帰り分娩は見られる」と回答し，ウルグアイで

は「出産も子育ても父親（夫）と母親（妻）が２人で

行うこと」と考えており，夫のいない場所での分娩は

想像できないようであった。

このインタビューで里帰り分娩の頻度までは明らか

にならなかったが，日本では昭和６３年の報告で１３．３％

と報告されている４）。

里帰り分娩を医学的な面から調査した研究で

は，１９８０年以前は妊娠・分娩・新生児の異常が多いと

報告されていたが，その後の改善によって，現在では

里帰り分娩の異常は少なくなったと分析している４）。

このような先行研究の結果をまとめると，里帰り分

娩は医学的に見て，極端にリスクが高いということは

なく，妻の身体的，精神的サポート，育児支援を得る

ために，十分な効果があるが，その後の父子関係，夫

婦関係に問題を与えるということは明らかである。

家庭内での人間関係，親子・夫婦関係が子どもの成

長発達に大きな影響を与えることは周知の事実であ

り，現に家庭での問題が子どもの問題行動をひきおこ

す原因のひとつであることも少なくない。

これらを予防するためにも，里帰り分娩がどのよう

に子どもイメージの形成，育児参加，親役割の獲得，

親子・夫婦関係に影響するのか調査し，先行研究と比

較，考察することは意義のあることと考えた。

この研究のプロジェクトであるが，前述したような

目的にむけて，第１子を妊娠中のカップルを対象に縦

断的に量的，質的な研究を行っている。研究方法は質

問紙調査が中心であるが，質問紙では把握できない夫

婦のずれなどをインタビューにて調査を行っている。

また，子育ての現状の把握と子育て支援として，子

育て教室などの開催や電子メイルでの相談を行ってい

る。

現在までに先行研究の分析５），妊娠期に行った第１

次質問紙とインタビューの分析６），出産前後のインタ

ビューの分析７），質問紙自由記載内容の分析８），子育

て教室の実践報告９）をまとめ報告している。

方 法

１．研究対象

東京，埼玉，茨城，島根，愛媛において，保健セン

ターや病院などで実施されている母親学級や両親学級

に参加している妊婦とその夫に第１次質問紙を配布

（６，２８９組），郵送や直接手渡しなどによって個別に回

収した。この中から今後の研究に協力の意志を示した

１，３９０組に分娩後４ヶ月時に第２次質問紙を郵送にて

配布，７３３組から回収した。その後，第２子を妊娠中

のサンプルを除外し，調査対象となったのは６５７組で

ある。

表１ 調査紙回収状況

配布数 回収数

第 １ 次 調 査 紙 ６，２８９ ２，１１７
第 ２ 次 調 査 紙 １，３９０ ７３３

２．質問紙の内容

子どもの年齢，子どもの体重，子どもの現在の様

子，出産前後の様子，里帰り分娩の有無，現在の心
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境，夫の子育てや家事の参加度およびお互いのパート

ナーへの満足度，妊娠時と出産後の生活の変化，育児

分担などである。

３．研究方法

第２次質問紙調査の回答を分析の対象とした。統計

処理は SPSS１０Jを用いて，里帰り分娩の有無が子ど

ものイメージ，現在の心境，父親の子育てや家事の参

加度およびお互いのパートナーへの満足度，妊娠時と

出産後の生活の変化などとの間に差があるのか明らか

にするために，マンホイットニーのＵ検定を用いて検

討した。

結 果

１．対象者の年齢（表２）

父親の出産時の年齢は最小値１８歳，最高値６１歳であ

り平均３１．０，標準偏差４．９であった。

母親の出産時の年齢は最小値１８歳，最高値４３歳であ

り平均２９．０，標準偏差３．９であった。

子どもの月例は１ヶ月から９ヶ月であり平均４．２ヶ

月（標準偏差．９８），出生体重は５５０ｇ～４，２３５ｇで平均

２，９９３ｇ（標準偏差３８２．４）であった。分娩週数は２０週

から４３週で，平均３８．９週（標準偏差３．４）であった。

２．里帰り分娩の割合

里帰り分娩をしたカップルが２７６組（４１．９％），里帰

り分娩をしなかったカップル（非里帰り分娩）が３８１

組（５７．８％）であった。

３．里帰り分娩と子どもイメージとの分析（表３）

「子どもをいじらしいと思う」「子どもを抱きしめ

たいと思う」「子どもに触れたいと思う」「子どもを邪

魔だと思う」「子どもをわずらわしく感じる」という

項目において，「その通り」から「違う」「わからな

い」という５段階で回答してもらった。これらすべて

の項目で里帰り分娩の有無に関わらず，有意差は認め

られなかった。

「子どもを抱きしめたいと思う」「子どもに触れた

いと思う」という項目では父親，母親とも９割以上が

「その通り」「どちらかというとその通り」と回答し

ていた。また，「子どもをいじらしいと思う」では７

割以上が「その通り」「どちらかというとその通り」

と回答していた。逆に子どもに対する否定的なイメー

ジを問う「子どもを邪魔だと思う」「子どもをわずら

わしく感じる」という項目においては７～８割以上が

「違う」と回答していた。

表３ 里帰り分娩と子どもイメージとの関連

その通り
どちらかとい
うとその通り

どちらかと
いうと違う

違 う わからない

子どもをいじらしいと思う 里帰り分娩 母 ｎ＝２５１ １５８（６２．９） ４６（１８．３） １６（６．４） １８（７．２）１３（５．２）
父 ｎ＝２５６ １５６（６０．９） ４６（１７．９） ２４（９．３） ２１（８．２） ９（３．５）

非里帰り分娩 母 ｎ＝３４４ ２３１（６７．１） ６４（１８．６） １２（３．４） １９（５．５）１８（５．２）
父 ｎ＝３４３ ２０９（６０．９） ７３（２１．２） １５（４．３） ２９（８．４）１７（４．９）

子どもを抱きしめたいと思う 里帰り分娩 母 ｎ＝２５８ ２３４（９０．６） ２３（８．９） １（０．３８）
父 ｎ＝２５８ ２１１（８１．７） ３８（１４．７） ８（３．１） １（０．３） ０

非里帰り分娩 母 ｎ＝３４８ ３０５（８７．６） ３９（１１．２） ３（０．８） １（０．２） ０
父 ｎ＝３４５ ２８０（８１．１） ５９（１７．１） ５（１．４） １（０．２） ０

子どもに触れたいと思う 里帰り分娩 母 ｎ＝２５９ ２３５（９０．７） ２２（８．４） ０ ０ ２（０．７）
父 ｎ＝２５８ ２３０（８９．１） ２７（１０．４） １（０．３） ０ ０

非里帰り分娩 母 ｎ＝３４８ ３０４（８７．３） ４３（１２．３） １（０．２） ０ ０
父 ｎ＝３４５ ３０１（８７．２） ４１（１１．８） ３（０．８） ０ ０

子どもを邪魔だと思う 里帰り分娩 母 ｎ＝２５８ ３（１．１） ３（１．１） ３０（１１．１）２１４（８２．９） ８（３．１）
父 ｎ＝２５６ ２（０．７） ３（１．１） ２６（１０．１）２２３（８２．９） ２（０．７）

非里帰り分娩 母 ｎ＝３４６ ２（０．５） ７（２．２） ３９（１１．２）２８７（８２．９）１１（３．１）
父 ｎ＝３４３ １（０．２） ８（２．３） ３０（８．７）３００（８７．４） ４（１．１）

子どもをわずらわしく感じる 里帰り分娩 母 ｎ＝２５９ ３（１．２） ５（１．９） ３９（１５．０）２０４（７８．７） ８（３．０８）
父 ｎ＝２５７ １（０．４） ６（２．３） ３０（１１．６）２１８（８４．８） ２（０．７）

非里帰り分娩 母 ｎ＝３４８ １（０．２） ８（２．２） ５７（１６．３）２７０（７７．５）１２（３．４）
父 ｎ＝３４５ １（０．２） ８（２．３） ４３（１２．４）２８６（８２．８） ７（２．０）

人（％）

表２ 対象者の年齢

平均年齢 SD 最高年齢 最少年齢

母親（妻） ２９．１ ３．９６ ４３ １８
父親（夫） ３１．０ ４．９０ ６１ １８
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４．里帰り分娩と子育て中の心境や子育てに対する負

担感，不安との分析（表４）

現在の生活の中で「パートナーにあたりたくなる」

「誰かに愚痴を言いたくなる」「世の中に取り残され

る」「ひとりぼっちで寂しい」「子育ては大変だと思

う」「子どもが生まれたことによって行動が制限され

る」「順調に育っているか不安である」という項目を

「よくある」から「まったくない」の４段階で回答し

てもらった。これらすべての項目で里帰り分娩の有無

に関わらず，有意差は認められなかった。

５．里帰り分娩と親の実感との分析（表４）

「親となった実感」という項目を「よくある」から

「まったくない」の４段階で回答してもらった。里帰

り分娩の有無で母親に有意な差はみられなかったが，

父親では，非里帰り分娩を選んだ父親のほうが「親に

なった実感がよくある」と有意に高く回答していた

（ｐ＝０．００１）。

６．里帰り分娩とパートナーへの気遣いとの分析（表

５）

「子どもが産まれてから夫（あるいは妻）はあなた

を気遣ってくれますか」「（逆に）あなたは夫（あるい

は妻）を気遣っていますか」という質問に「よく気遣

う（よく気遣っている）」から「ほとんど気遣ってく

れない（ほとんど気遣わない）」の４段階で回答して

もらった。里帰り分娩の有無に関わらず，母親も父親

も「（パートナーは）よく気遣ってくれる」「まあまあ

気遣ってくれる」と８割以上が回答しており，有意に

差は認められなかった。逆に「あなたは（パートナー

を）気遣っていますか」では，父親は母親に対して８

割以上が「よく気遣う」「まあまあ気遣う」と回答し

ており，有意差はみられなかった。母親では，非里帰

り分娩の母親は６６．５％，里帰り分娩をした母親は

５５．３％が「よく気遣う」「まあまあ気遣う」と回答し

ており，有意差が認められた（ｐ＝０．０３２）。

表４ 子育て中の心境

よくある ときどきある あまりない まったくない
パートナーにあたりたくなる 里帰り分娩 母 ｎ＝２７３ ２７（９．８） １４１（５１．６） ７７（２８．２） ２８（１０．２）

父 ｎ＝２７３ ３（１．０） ３５（１２．８） １０４（３８．０） １３１（４７．９）
非里帰り分娩 母 ｎ＝３７９ ４４（１１．６） １６９（４４．５） １１４（３０．０） ５２（１３．７）

父 ｎ＝３７６ ３（０．７） ３４（９．０） １４９（３９．６） １９０（５０．５）
誰かに愚痴を言いたくなる 里帰り分娩 母 ｎ＝２７４ ３６（１３．１） １２８（４６．７） ７６（２７．３） ３４（１２．４）

父 ｎ＝２７３ ３（１．０） ３５（１２．８） １１２（４１．０） １２３（４５．０）
非里帰り分娩 母 ｎ＝３８０ ３９（１０．２） １５８（４１．５） １３２（３４．７） ５１（１３．４）

父 ｎ＝３７６ １０（２．７） ３８（１０．１） １４０（３７．２） １８８（５０．０）
世の中に取り残される 里帰り分娩 母 ｎ＝２７４ １６（５．８） ５８（２１．１） １０４（３７．９） ９６（３５．０）

父 ｎ＝２７３ ２（０．７） １３（４．７） ８６（３１．５） １７２（６３．０）
非里帰り分娩 母 ｎ＝３８０ ２６（６．８） ８７（２２．８） １４２（３７．３） １２５（３２．８）

父 ｎ＝３７５ ２（０．５） １４（３．７） １０３（２７．４） ２５６（６８．２）
一人ぼっちで寂しい 里帰り分娩 母 ｎ＝２７４ １５（５．４） ５９（２１．５） ９１（３３．２） １０９（３９．７）

父 ｎ＝２５８ ３（１．１） ６（２．３） ５６（２１．７） １９３（７４．８）
非里帰り分娩 母 ｎ＝３８０ １６（４．２） ６５（１７．１） １３５（３５．５） １６４（４３．１）

父 ｎ＝３４５ １（０．２） ６（１．７） ６３（１８．２） ２７５（７９．７）
子育ては大変 里帰り分娩 母 ｎ＝２７４ １６８（６１．３） ８４（３０．６） ２０（７．２） ２（０．７）

父 ｎ＝２７３ １９６（７１．７） ６３（２３．０） ９（３．２） ５（１．８）
非里帰り分娩 母 ｎ＝３８０ ２１６（５６．８） １２５（３２．８） ３１（８．１） ８（２．１）

父 ｎ＝３７３ ２５９（６９．４） ８９（２３．８） ２１（５．６） ４（１．０）
行動が制限される 里帰り分娩 母 ｎ＝２７４ １４４（５２．５） １１１（４０．５） １６（５．８） ３（１．０）

父 ｎ＝２７３ １１１（４０．６） １２８（４６．８） ３０（１０．９） ４（１．４）
非里帰り分娩 母 ｎ＝３８０ １８２（４７．８） １６６（４３．６） ２８（７．３） ４（１．０）

父 ｎ＝３７６ １３２（３５．１） １８５（４９．２） ４７（１２．５） １２（３．１）
順調に育っているか不安 里帰り分娩 母 ｎ＝２７４ ２４（８．７） ９５（３４．６） １２４（４５．２） ３１（１１．３）

父 ｎ＝２７３ ３２（１１．７） １０６（３８．８） ８８（３２．２） ４７（１７．２）
非里帰り分娩 母 ｎ＝３８０ ４１（１０．７） １０６（２７．８） １７４（４５．７） ５９（１５．５）

父 ｎ＝３７６ ３６（９．５） １３１（３４．８） １４０（３７．２） ６９（１８．３）
親となった実感がある 里帰り分娩 母 ｎ＝２７４ １７１（６２．４） ８０（２９．１） ２１（７．６） ２（０．７）

父 ｎ＝２７３ １４１（５１．６） １１０（４０．２） ２０（７．３） ２（０．７）
非里帰り分娩 母 ｎ＝３８０ ２３１（６０．７） １１５（３０．２） ３１（８．１） ３（０．７） ＊＊

父 ｎ＝３７７ ２３０（６１．３） １２５（３３．３） １８（４．８） ４（０．６）
人（％） ＊＊ｐ＜．００１
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７．夫の育児参加との分析（表６）

父親に対して「あなたは沐浴，授乳，おむつ交換，

あやす，こもりについて，どのくらいしています

か」，母親に対して「子供が産まれたあと，夫は沐浴，

授乳，おむつ交換，あやす，こもりについて，どのく

らいしていますか」という質問に対して「たくさんす

る」から「まったくしない」の４段階で回答しても

らった。非里帰り分娩を選んだ父親の方が「沐浴」に

ついて「たくさんする」「ときどきする」と回答して

おり，有意差が認められた（ｐ＝０．０２２）。

また，里帰り分娩の経験の有無に関わらず，父親は

「授乳」４割，「おむつ交換」７割，「子どもをあやす」

９割以上，「こもり」８割程度「たくさんする」「とき

どきする」と回答していた。母親が父親の育児参加を

評価した項目において，「沐浴」「子どもをあやす」

「こもり」について８割以上，「おむつ交換」は７割

程度，「授乳」については４割が「たくさんする」「と

きどきする」と回答しており，有意な差は認められな

かった。

８．パートナーに対する出産時の満足度について（表

７）

妻が分娩時の夫の協力に対して「満足」から「不

満」の４段階で回答してもらった。非里帰り分娩の母

表５ パートナー間での気遣い

よく気遣う まあまあ気遣う
あまり気遣っ
てくれない

ほとんど気遣
ってくれない

パートナーからの気遣い 里帰り分娩 母 ｎ＝２７４ １０３（３７．５） １３５（４９．２） ２９（１０．５） ７（２．５）
父 ｎ＝２５７ ７７（２９．６） １３３（５１．７） ３９（１５．１） ８（３．１）

非里帰り分娩 母 ｎ＝３８０ １４２（３７．３） １８９（４９．７） ３２（８．４） １７（４．４）
父 ｎ＝３７４ １１９（３４．４） １９６（４８．４） ５３（１５．３） ６（１．７）

パートナーへの気遣い 里帰り分娩 母 ｎ＝２６０ １７（６．５） １２７（４８．８） １０３（３９．６） １３（５．０）
父 ｎ＝２７３ ４５（１６．４） １９８（７２．５） ２９（１０．６） １（０．３） ＊

非里帰り分娩 母 ｎ＝３４８ １８（５．１） ２１４（６１．４） ９７（２７．８） １９（５．４）
父 ｎ＝３７６ ７３（１９．４） ２４９（６６．２） ５１（１３．５） ３（０．７）

人（％） ＊ｐ＜．０５

表６ 夫の育児参加

たくさんする ときどきする あまりしない まったくしない
沐 浴 里帰り分娩 母 ｎ＝２７４ １３５（４９．２） ９６（３５．０） ２７（９．８） １６（５．８）

父 ｎ＝２７４ １３８（５０．３） ８９（３２．４） ３５（１２．７） １２（４．３）
非里帰り分娩 母 ｎ＝３８０ ２０６（５４．２） １１６（３０．５） ４０（１０．５） １８（４．７） ＊

父 ｎ＝３７６ ２１５（５７．１） １１４（３０．３） ２８（７．４） １９（５．０）
授 乳 里帰り分娩 母 ｎ＝２６９ １６（５．９） １０３（３８．２） ４９（１８．２） １０１（３７．５）

父 ｎ＝２７０ １３（４．８） １０４（３８．５） ５５（２０．３） ９８（３６．２）
非里帰り分娩 母 ｎ＝３７５ ３５（９．３） １２４（３３．０） ８３（２２．１） １３３（３５．４）

父 ｎ＝３７４ ２５（６．６） １４９（３９．８） ７５（２０．０） １２５（３３．４）
おむつ交換 里帰り分娩 母 ｎ＝２７４ ５７（２０．８） １４１（５１．４） ６０（２１．８） １６（５．８）

父 ｎ＝２７３ ４０（１４．６） １７０（６２．２） ４４（１６．１） １９（６．９）
非里帰り分娩 母 ｎ＝３８０ ９７（２５．５） １８０（４７．３） ６５（１７．１） ３８（１．０）

父 ｎ＝３７７ ７２（１９．０） ２１０（５５．７） ６４（１６．９） ３１（８．２）
あやす 里帰り分娩 母 ｎ＝２７３ １５８（５７．８） １０６（３８．８） ６（２．１） ３（１．０）

父 ｎ＝２７４ １２２（４４．５） １４８（５４．０） ４（１．４） ０
非里帰り分娩 母 ｎ＝３８０ ２３３（６１．３） １３１（３４．４） １３（３．４） ３（０．７）

父 ｎ＝３７５ １９４（５１．３） １６９（４５．０） １０（２．６） ２（０．５）
こもり 里帰り分娩 母 ｎ＝２７３ ９８（３５．９） １４０（５１．３） ２９（１０．６） ６（２．２）

父 ｎ＝２７４ ７６（２７．７） １５１（５５．１） ４４（１６．０） ３（１．０）
非里帰り分娩 母 ｎ＝３８０ １４３（３７．６） １８１（４７．６） ４７（１２．４） ９（２．４）

父 ｎ＝３７７ １１９（３１．５） ２０４（５４．１） ４８（１２．７） ６（１．５）
人（％） ＊ｐ＜．０５

表７ お産の時の協力度

満 足 まあ満足 やや不満 不 満
お産時の協力 里帰り分娩 ｎ＝２７５ １３１（４７．６） ９８（３５．６） ３２（１１．６） １４（５．０）

＊＊＊
非里帰り分娩 ｎ＝２４２ ２４２（６３．８） １０２（２６．９） ２６（６．８） ９（２．３）

人（％） ＊＊＊ｐ＜．０００

木村・田村・倉持・中澤・岸田・及川・荒牧・森田・泉：出産・子育て体験が親の成長と夫婦関係に与える影響�５

― 127 ―



親は父親夫の協力に「満足」「まあ満足度」と９割以

上が答えているのに対して，里帰り分娩をした母親の

回答は８割弱と低くなっており，有意差が認められた

（ｐ＝０．０００）。

９．夫から見た妻の生活の変化について（表８）

夫に対して「妻の生活（自由時間が減った，睡眠時

間が減った，家事分担が増えた）はどのように変わり

ましたか」という質問に「そう思う」から「そう思わ

ない」の４段階で回答してもらった。里帰り分娩の有

無に関わらず，夫の８割以上が「妻の睡眠時間が減っ

た」「妻の自由時間が減った」と回答していた。また

「妻の家事分担が増えた」という項目では，非里帰り

分娩を選んだ父親の５３％が「そう思う」と回答してい

るのに対し，里帰り分娩を選んだ父親は４３％であり，

有意な差が認められた（ｐ＝０．０１４）。

考 察

初めての分娩，育児に対する不安は大きく，この軽

減に向けて，妊娠期から母親も父親も分娩や育児に対

する知識を得たり，相談相手の確保につとめている。

その中の方法の１つとして里帰り分娩があるだろう。

今回は，出産後，４ヶ月時における里帰り分娩の影

響を明らかにしたい。

著者らの研究から，妊娠期において母親，父親の不

安はつきず，この原因の１つとして情報の氾濫を指摘

している６）。出産後も子育てに対する情報はたくさん

あり，何を選択して良いのかわからずに，かえって母

親，父親の不安が増すことは予測される。また，初め

ての子育てでは，自分が行っている育児が正しいのか

不安である，子どもの泣いている理由がわからず途方

に暮れる，ちょっとした子どもの変化が正常なのか，

異常なのかわからない，自分の思ったような育児がで

きずにイライラする，ということは誰でも感じること

である。

先行研究で，数井ら１０）は，母親の育児不安は，適度

な社会的相互交渉があり，ソーシャルサポートがあれ

ば不安や抑うつは少ないと報告している。

また，武田ら１１）は，家族のサポート，とりわけ夫か

らの情緒的なサポートならびに親からの情緒的・手段

的なサポートが大きいほど，妻の抑うつは低いと報告

している。

今回は，第１点として，里帰り分娩は母親の不安や

ストレスを少なくするために有効であったか考察した

い。

１．里帰り分娩が母親・父親の子育て不安やストレ

ス，夫婦関係に与える影響

非里帰り分娩を選んだ母親は，里帰り分娩を選んだ

母親よりもサポートが少なく，より子育てに対するス

トレスや不安が高いのではないかと想像したが，実際

は有意な差はなかった。

この原因として，父親からの手段的サポート（育児

参加）をみると，里帰り分娩の有無に関わらず，「沐

浴」「子どもをあやすこと」「こもり」は参加が高い。

「子どもをあやす，こもりをする」という育児参加

は，難しい技術を要することでなく，子どものそばに

父親がいることで自然と行っていることであろう。

「沐浴」に関しては，父親は妊娠期に行われる両親学

級などで練習をしており，成長して体重が増してきた

子どもを沐浴するという重労働を，父親がかわって行

うことで母親の育児負担の軽減につながると考えられ

る。

妊娠期に行った第１次質問紙調査の中で，父親に対

して「あなたは沐浴，授乳，おむつ交換，子どもをあ

やす，こもりをするといった育児に対して，どのくら

い参加（予想）しますか」という質問項目に，多くの

父親が「沐浴はたくさん参加したい」と回答してい

る。また，母親に対して同様の質問内容を「夫にどの

くらい望みますか」という質問に対して，「沐浴にた

くさん参加して欲しい」と答えている６）。この様なお

互いの希望もあり，父親が実際の沐浴にたくさんたず

さわっているのかもしれない。

表８ 夫からみた妻の生活の変化

そう思う ややそう思う
あまりそう
思 わ な い

そう思わない

自由時間が減った 里帰り分娩 ｎ＝２７４ ２１８（７９．５） ５０（１８．２） ３（１．０） ３（１．０）
非里帰り分娩 ｎ＝３７４ ２９４（７８．６） ６４（１７．１） ９（２．４） ７（１．８）

睡眠時間が減った 里帰り分娩 ｎ＝２７４ １９６（７１．５） ５６（２０．４） １２（４．３） １０（３．６）
非里帰り分娩 ｎ＝３７４ ２７９（７４．５） ６７（１７．９） １９（５．０） ９（２．４）

家事分担が増えた 里帰り分娩 ｎ＝２７４ １１８（４３．０） ８９（３２．４） ５０（１８．２） １７（６．２）
＊

非里帰り分娩 ｎ＝３７３ ２００（５３．６） １００（２６．８） ４９（１３．１） ２４（６．４）
人（％） ｐ＜．０５
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里帰り分娩の有無で差を見ると，非里帰り分娩を選

んだ父親の方が「沐浴をたくさんする」と回答してお

り，有意に差が見られた。これは，出産後から，母親

のサポートとしても，自分の育児参加としても，子ど

もを沐浴しており，それが継続されていることが考え

られる。

今回は里帰り分娩を選んだ理由を調査していない

が，父親が忙しく，出産や育児に対して十分なサポー

トができないため，里帰り分娩を選んでいることも考

えられる。この様なケースでは，里帰り分娩から母子

がもどり，父親自身が育児に積極的に参加をしたい，

妻のサポートをしたいと思ってはいても，時間がな

く，充分に実施できないことも考えられる。

父親の育児参加の中で「授乳，おむつ交換」は里帰

り分娩の有無に関係なく，参加がやや低くなってい

た。これは，生後４ヶ月では母乳栄養のみで育ててい

るケースも多く，父親の出番は少ないのかもしれな

い。

父親からの情緒的なサポートであるが，母親のみに

回答してもらった出産時の父親（夫）の協力に対する

満足度をみると，非里帰り分娩の母親の方が父親

（夫）の協力があったと回答しており，有意に差が見

られた。これは，里帰り分娩をしている場合，夫の協

力よりも実家の協力が主となる事が多く，当然の結果

であると考える。しかし，出産という大イベントを共

に乗り越えてくれたという信頼感や感謝の気持ちは，

夫婦関係の確立に大きな影響を与える可能性もあり，

今後検討していきたい。

お互いのパートナーからの気遣いに対する満足度を

みると，今回の調査では父親，母親ともパートナーか

らの気遣いを高く評価しており，里帰り分娩によって

有意な差はみられなかった。これは，分娩後，お互い

が慣れない育児を行いながら，互いをサポートしあっ

ているためと考える。

今回の対象者達が，妊娠や子どもを持つことを肯定

的に捉えており６），子どもの受け入れ，お互いのサ

ポート体制もよいものと考える。

逆に，パートナーへの気遣い度であるが，まず里帰

り分娩の有無に関わらず，母親が父親に対する気遣い

よりも，父親が母親に対する気遣いの方が高い。これ

は子育てによって大きく生活が変化した母親のストレ

スや，育児の大変さを父親が理解しており，母親に対

して十分な気遣いを行っているためと考える。この裏

付けとして，今回の調査の中で，父親に対して母親の

生活がどのように変化したかを質問している。この中

で父親は，母親の生活の中で，自由時間，睡眠時間が

減り，家事分担が増えたと回答している。この様に父

親は，母親が出産によって生活が変化し，ストレスが

高いだろう事を理解しており，気遣っているのではな

いだろうか。

里帰り分娩の有無で見ると，非里帰り分娩を選んだ

父親（夫）のほうが，母親（妻）の家事分担が増した

と有意に高く回答している。これは，出産後から共に

育児を一緒に行ったことにより，父親は母親の生活の

大変さを理解しているためと考えた。

パートナーへの気遣い度においては，非里帰り分娩

の母親の方が，有意に父親（夫）に対する気遣い度が

高い。お産の時の協力や一緒に育児を行っているとい

う夫のサポートの評価，自分の生活の変化などを理解

してくれているという実感が，相手に対する気遣いと

いう形で表現していると考えられる。

里帰り分娩を選んだ母親の場合は，里帰りをしてい

た間，実家の親の育児支援があり，自分の親であるた

めに依頼しやすい，何でも言えるという気楽さがあ

る。しかし，親子３人の生活が始めると，今までは親

が行ってくれた育児の多くを一人で担わなわなければ

ならず，また，育児に不慣れな父親との生活は，夫を

気遣う以前に育児で精一杯なのかもしれない。

妊娠・分娩は，父親，母親という新しい役割を持

ち，今までの生活が大きく変化し，父親にも母親にも

ストレスを与えるものである。この様な時期にお互い

をどのくらい気遣っているのか，あるいはその気遣い

を受けとめているかということが，その後の夫婦関係

を円滑にしていく１つの要因であると考える。

里帰り分娩が父親の子育て不安やストレスに与える

影響であるが，里帰り分娩の有無で差は見られなかっ

た。この原因として，父親の生活の変化が母親ほど大

きくないこと，育児に対する関わり方も生後４ヶ月で

は母親よりも少なく，この時期は父親が積極的に育児

に参加するというよりも，母親のサポート役として育

児に参加している可能性もあると考えた。

第２点として，里帰り分娩と母親・父親の子どもイ

メージや親役割について考察したい。

２．里帰り分娩が母親・父親の子育てに与える影響

今回の調査結果からは，父親も母親も「子どものイ

メージ」において，里帰り分娩の有無で差は見られな

かった。

「親としての実感」をみると，母親は里帰り分娩の

有無で有意に差はみられなかったが，父親は，非里帰

り分娩のほうが「親の実感」が高く，有意に差が認め
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られた。これは先行研究で指摘されている事と同様で

ある１，２）。

子どものイメージに差が見られなかった原因とし

て，今回の調査時期が生後４か月頃であり，この時期

の成長発達として定頸がある，手や指を口に持ってい

く，指しゃぶりをする，寝返りが始まる，物をつかむ

ことができる，あやすと笑う，声を出して笑う，「アー

ウー」などの喃語が始まる，世話をしてくれる人の声

や顔がわかってくる時期である。抱っこもしやすくな

り，子どもからのフィードバックがもどってくるよう

になると，父親も育児に参加しやすくなる。さらに，

この頃になると，親が子どもの生活ペースも把握で

き，育児に対する楽しさも増してくる時期なのであろ

う。

また，堀内ら１２）は，育児不安は分娩１ヶ月後が最も

高くなると報告しており，今回の調査の時期は生後

４ヶ月以降の子どもであり，母親，父親の育児に対す

る不安も軽減し，子どもへの愛着が深まっている時期

と考えた。

父親の「親としての実感」の獲得であるが，これは

育児参加をすることによって，子どもに対する理解が

深まり，子どもへの愛着形成や親役割が養われてくる

と考える。

交通機関の発達や社会の理解によって，父親が早期

に子どもとふれあう機会は以前よりも多くなっている

と思われるが，今後，さらに，父親の育児介入やふれ

あいの時間を作り，子どもの理解を深め，子どもから

のフィードバックを感じていけるように援助していく

ことが「親役割の獲得」につながると考える。

ま と め

今回の調査では，里帰り分娩が子どものイメージや

夫婦関係，父親の育児参加に与える影響を調査した。

この中で

１．非里帰り分娩を選んだ父親の方が，里帰り分娩を

選んだ父親に比べて，母親（妻）のお産時の協力，

母親（妻）の生活の変化の理解（妻の家事労働の増

加），育児参加（沐浴），父親としての実感が高かっ

た。

２．非里帰り分娩を選んだ母親の方が，夫に対する気

遣いが高かった。

これらのことから，里帰り分娩は，夫婦関係を円滑

にするために必要なパートナーの理解や気遣いにおい

て，若干の問題があること，父親の育児参加や親とし

ての実感の獲得がスムーズに行われない可能性がある

ことがわかり，これは先行研究と同様の結果であっ

た。里帰り分娩を経験した夫婦・親子には今後，夫婦

間での理解を深めるような働きかけや，父親の育児参

加を促すことで，よりスムーズな父子関係の確立が望

めると考える。このために，妊娠期における両親学級

などを利用して，里帰り分娩のメリット，デメリット

を夫婦が把握し分娩方法を選べるように情報を伝えて

いくこと，父子関係をスムーズに形成できるように，

沐浴だけではなく，実際の子どもとふれあう機会を作

ることも有効であると考える。

今後の課題

今回は，里帰り分娩を有無での差をみたのみであ

り，今後，更に詳しくサポート体制や夫婦でのコミュ

ニケーションなどの満足度との関連，どのような因子

が関連しているかを調査し検討していく必要がある。
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